
長野県南木曽町 移住ガイドブック

南木曽町は
「日本で最も美しい村」
連合に加盟しています



南木曽町って
こんなところ

な ぎ そ まち

南
木
曽
町（
な
ぎ
そ
ま
ち
）は
長
野
県
の
南
西

部
・
木
曽
谷
の
南
端
に
位
置
し
、岐
阜
県
中
津
川

市
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。東
西
20
㎞
、南
北
15
㎞
、

周
囲
70
㎞
、総
面
積
は
2
1
5.
9
3
ｋ
㎡
に
も
お

よ
び
ま
す
が
面
積
の
９
割
は
森
林
で
、人
口
は
約

4
0
0
0
人
の
小
さ
な
町
で
す
。

木
曽
川
と
そ
の
支
流
の
狭
い
段
丘
上
に
、与
川
・

北
部
・
三
留
野
・
妻
籠
・
蘭
・
広
瀬
・
田
立
の
７
集
落

が
点
在
し
、各
集
落
の
標
高
は
約
3
0
0
m
か
ら

約
9
5
0
m
に
わ
た
り
ま
す
。

町
の
中
心
部
を
流
れ
る
木
曽
川
沿
い
に
は
南
北

に
Ｊ
Ｒ
中
央
西
線
と
国
道
19
号
が
走
り
、東
西
に

は
、国
道
2
5
6
号
が
伊
那
谷
に
通
じ
て
い
ま
す
。

隣
県
の
中
津
川
市
中
心
部
ま
で
約
22
㎞
、県
内
近

隣
市
町
村
の
木
曽
町
ま
で
約
35
㎞
、飯
田
市
ま
で

約
35
㎞
の
距
離
に
あ
り
、古
く
か
ら
伊
那
谷
、木
曽

谷
、東
美
濃
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
で
し
た
。

気
候
的
に
は
比
較
的
温
暖
な
が
ら
雨
量
が
多

く
、急
峻
な
地
形
は
幾
多
の
土
石
流
災
害
を
引
き

起
こ
す
一
方
で
豊
か
な
森
林
資
源
を
育
み
、町
は

古
く
か
ら
木
材
生
産
・
加
工
業
を
基
幹
産
業
と
し

て
き
ま
し
た
。

近
年
は
国
選
定
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
の
妻
籠
宿
や
、国
の
近
代
化
遺
産
に
指
定
さ

れ
た
桃
介
橋
を
は
じ
め
と
す
る
恵
ま
れ
た
文
化

遺
産
と
、新
た
に
開
発
さ
れ
た
温
泉
の
活
用
に
よ

る
観
光
産
業
が
町
の
主
要
産
業
に
位
置
付
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

電力王福沢桃介が水力発電
開発のために木曽川に架け
た全長２４７mという日本で
も最大級の吊り橋です（国の
重要文化財）。

豊
か
な
自
然
の
恵
み
と
、

歴
史
が
香
る
文
化
の
町
。

桃介橋
慶長六年（1601年）、中山道
４２番目の宿場として整備さ
れた妻籠宿は、全国の町並み
保存事業の先駆け的存在で
す。

妻籠宿
公園内には6種類のミツバツ
ツジが群生し、見頃は4月中
旬。中でもナギソミツバツツ
ジは南木曽町近辺だけの珍
種です。

天白公園
南木曽町に伝わる伝統工芸
の作業現場から生まれた防
寒着。手元が邪魔にならず背
中はポカポカという優れも
のです。

なぎそねこ
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南木曽町
NAGISO TOWN

中津川・名古屋方面

飯田方面

馬籠宿

塩尻・松本・長野方面

19

19

19

256

田立駅

南木曽駅

南木曽町役場

農協
交番

木曽消防署南分署

南木曽町役場
コンビニ

木曽消防署
南分署

南木曽小学校

南木曽小学校

読書保育園

十二兼駅

妻
籠
宿

大
妻
籠

三
留
野
宿 南木曽岳

（標高1,676m）

「道の駅」賤母
東山魁夷心の旅路館

木地師の里木地師の里

桧笠の家桧笠の家

蘭保育園蘭保育園

木地師の家木地師の家

歴史の道 中山道
一石栃立場茶屋

歴史の道 中山道

花馬の里花馬の里

妻籠城跡

妻籠宿本陣
脇本陣奥谷
歴史資料館
南木曽町
観光協会

与川古典庵
白山神社

八剣神社

桃介橋

桃介橋

天白公園
桃介記念館
山の歴史館

蘇南高等学校
南木曽中学校
社会体育館

南木曽会館
八十二
銀行

SL公園

読書発電所

柿其渓谷

柿其水路橋

田立の滝田立の滝

天然公園天然公園

馬籠峠

田立の滝
オートキャンプ場

和紙の家
田立保育園

等覚寺

恋路峠

南木曽山麓
蘭キャンプ場

長延寺

広照寺

清内路峠
（清内路トンネル）

光徳寺

藤原家住宅
（県宝）

南木曽温泉郷

男滝・女滝

牛ヶ滝

富貴畑高原温泉郷

柿其温泉

五宮神社

N

三
留
野
地
区

三
留
野
地
区

与
川
地
区

与
川
地
区

北
部
地
区

北
部
地
区

田
立
地
区

田
立
地
区

妻
籠
地
区

妻
籠
地
区

蘭
地
区

蘭
地
区

長野県

木曽郡

広
瀬
地
区

広
瀬
地
区

JR
中
央
本
線

高札場

名古屋市まで 中央自動車道 経由 約1時間50分

長野市まで 長野自動車道 経由 約3時間

東京都まで 中央自動車道 経由 約4時間20分

大阪市まで 中央自動車道・名神高速道路 経由 約3時間50分

都市圏へのアクセス

※所要時間は目安です。道路状況により変わります。

長野市

東京都

名古屋市

南木曽町南木曽町

飯田市まで
車で約1時間

中津川市まで
車で約30分

松本市まで
車で約2時間

与川の
秋月

ヤギ牧場
（MAUKA LANI GOAT FARM）
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春春

花
と
緑
に
囲
ま
れ
る

ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
や
菜
の
花
、花
桃
な
ど

色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き
ま
す
。ツ

ツ
ジ
祭
り
が
開
催
さ
れ
、花
や
出
店

を
楽
し
む
人
で
賑
わ
い
ま
す
。

ハ
イ
キ
ン
グ
に
訪
れ
る
人
が
増
え
て

き
て
、お
茶
摘
み
も
始
ま
り
ま
す
。

冬冬

雪
化
粧
し
た
町
並
み

雪
が
降
る
の
で
、車
の
運
転
は
い
つ
に

も
増
し
て
慎
重
に
な
り
ま
す
。子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で「
な
ぎ
そ
ね

こ
」で
防
寒
対
策
を
し
て
い
ま
す
。

健
康
講
演
会
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
お

か
げ
で
、冬
で
も
運
動
不
足
を
解
消
で

き
ま
す
。

夏夏

日
陰
と
水
遊
び
で
涼
む

都
会
に
比
べ
る
と
涼
し
い
で
す
。

各
地
区
で
は
、夏
祭
り
や
公
民
館
行

事
、立
派
な
野
菜
た
ち
が
販
売
さ
れ
る

「
軽
ト
ラ
市
場
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

消
防
大
会
に
向
け
て
、消
防
団
は
少
し

忙
し
く
な
り
ま
す
。

秋秋

収
穫
や
祭
り
で
賑
や
か

各
地
区
の
秋
祭
り
や
運
動
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。野
菜
の
収
穫
な
ど
も
始

ま
り
、町
全
体
が
と
て
も
賑
や
か
な

季
節
で
す
！

有
名
な「
文
化
文
政
風
俗
絵
巻
之
行

列
」、「
花
馬
祭
り
」も
行
わ
れ
ま
す
。

なぎそまちの四季
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公
共
施
設
三
留
野
地
区
の
中
学
校
近
く
に
位
置
し
、イ
ベ
ン
ト
や
健

康
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の
活
動
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。施
設

の
１
階
に
は
N
P
O
法
人
な
ぎ
そ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ

の
事
務
所
が
あ
り
ま
す（
13
P
）。ま
た
、２
階
に
は
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
が
あ
り
、様
々
な
運
動
器
具
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

南
木
曽
町
役
場

南
木
曽
町
社
会
体
育
館

南
木
曽
駅
か
ら
は
車
で
５
分
と
町
の
中
心
部
に
位
置
し
て

い
ま
す
。町
教
育
委
員
会
の
事
務
所
が
あ
り
、本
の
貸
し
出

し
も
行
っ
て
い
ま
す
。子
育
て
支
援
の
活
動
や
生
涯
学
習
教

室
、各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、近

く
に
は
渡
島
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
り
、野
外
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

南
木
曽
会
館
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与
川
地
区与川白山神社祭礼

観月会で中秋の名月を楽しむ様子

恋路峠の展望台から見える景色は絶景！！

柿其渓谷

木
曽
川
の
支
流
で
あ
る
与
川（
よ
が
わ
）が
流
れ
、そ
の
段
丘
に
沿
う
よ
う
に

集
落
が
点
在
し
て
お
り
、約
６０
世
帯
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

与
川
地
区
に
は
、三
留
野
宿（
町
内
）か
ら
大
桑
村
の
野
尻
宿（
隣
村
）ま
で
を

結
ぶ「
中
山
道　
歴
史
の
道　
与
川
道
」が
通
っ
て
お
り
、ハ
イ
キ
ン
グ
に
訪
れ
る

人
も
多
く
い
ま
す
。ほ
か
に
も「
白
山
神
社
」や「
古
典
庵
」が
あ
り
、春
と
秋
に

は
白
山
神
社
で
祭
礼
が
行
わ
れ
、無
形
民
俗
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
神
楽
獅
子

が
奉
納
さ
れ
ま
す
。神
社
境
内
に
は
、目
通
り
周
囲
８．2
ｍ
と
６．７
ｍ
の
大
杉
が
２
本

あ
り
、町
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。中
秋
の
名
月
の
日
に
は
古
典

庵
で
観
月
会
が
行
わ
れ
、こ
こ
か
ら
眺
め
る
名
月
は
木
曽
随
一
と
言
わ
れ
、「
木

曽
八
景
」に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

木
曽
川
の
支
流
で
あ
る
柿
其
川（
か
き
ぞ
れ
が
わ
）や
岩
倉
川（
い
わ
く
ら
が

わ
）が
流
れ
、そ
れ
ぞ
れ
に
沿
う
よ
う
に
集
落
が
点
在
し
、木
曽
川
に
並
走
す
る

国
道
沿
い
に
も
集
落
が
点
在
し
、約
1
1
0
世
帯
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

柿
其
川
は「
秘
境　
柿
其
渓
谷
」と
称
さ
れ
、遊
歩
道
を
歩
く
と
見
え
て
く
る

美
し
い
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
川
面
や
、壮
大
な
牛
ヶ
滝（
う
し
が
た
き
）な

ど
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
、森
林
浴
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

柿
其
渓
谷
か
ら
大
桑
村
の
阿
寺
渓
谷（
隣
村
）ま
で
を
結
ぶ
ハ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
ト
に

は「
恋
路
峠
」が
あ
り
、長
野
県
知
事
よ
り「
信
州
ふ
る
さ
と
の
見
え
る
丘
」に
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。恋
路
峠
の
展
望
台
か
ら
は
木
曽
川
や
中
央
ア
ル
プ
ス
を
眺
め
る
こ
と

が
で
き
る
ほ
か
、ハ
ー
ト
形
の「
恋
愛
成
就
の
鐘
」を
鳴
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

北
部
地
区

よ　
　

が
わ

ほ
く　
　

ぶ

最
寄
り
の
駅【 

ＪＲ
南
木
曽
駅 

】

※
与
川
集
落
か
ら
車
で
１５
分

最
寄
り
の
駅【 

ＪＲ
十
二
兼
駅 

】

※
北
部
集
落
か
ら
車
で
１0
分
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南
木
曽
町
の
中
心
部
で
あ
り
、役
場
や
金
融
機
関
、
ＪＲ
南
木
曽
駅
、保
育
園
、

小
中
学
校
な
ど
、主
要
施
設
が
あ
り
、約
6
0
0
世
帯
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。木

曽
川
の
段
丘
に
沿
っ
た
地
区
で
、町
の
中
で
も
比
較
的
平
地
が
多
く
あ
り
ま
す
。

大
正
時
代
、木
曽
川
の
水
力
発
電
に
情
熱
を
注
ぎ
電
力
王
と
称
さ
れ
た
福
沢

桃
介
ゆ
か
り
の
近
代
化
遺
産
の
桃
介
橋（
2
4
7
ｍ
）や
記
念
館
な
ど
が
あ
り
、

「
大
正
ロ
マ
ン
」の
面
影
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
一
帯
は
天
白
公
園

と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
て
、町
民
の
憩
い
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。春
に
は
園

内
の
高
台
で
町
花
で
も
あ
る
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
の
群
生
が
美
し
く
咲
き
、訪
れ
た

人
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。中
で
も「
ナ
ギ
ソ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
」は
南
木
曽
町
周

辺
で
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
種
で
す
。

ミツバツツジの群生

福沢桃介の建てた別荘で「福沢桃介記念館」として公開

妻籠宿

中山道の一石栃立場茶屋は、ハイカーに人気の無料休憩所

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
い
る「
妻
籠
宿
」は
、

中
山
道
と
と
も
に
国
際
観
光
地
と
し
て
も
有
名
で
す
。蘭
川
沿
い
の
妻
籠
宿
と

そ
の
周
辺
集
落
に
約
2
4
0
世
帯
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。江
戸
時
代
の
街
道
宿

場
の
様
子
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
妻
籠
宿
の
町
並
み
は
、昭
和
43
年
か
ら
住
民

が
中
心
と
な
り
始
め
ら
れ
た
保
存
事
業
の
た
ま
も
の
で
、そ
の
後
全
国
各
地
で

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
町
並
み
保
存
の
先
駆
け
に
な
り
ま
し
た
。暮
ら
し
を
営

む
住
民
と
旅
人
と
が
交
流
す
る
こ
と
で
、こ
の
地
区
な
ら
で
は
の
情
緒
が
醸
成

さ
れ
て
い
ま
す
。周
辺
に
は
田
畑
や
山
々
の
風
景
の
中
に
歴
史
的
史
跡
が
点
在

し
、近
年
は
お
隣
の
馬
籠
宿
か
ら
妻
籠
宿
ま
で
山
の
中
の
街
道
を
歩
い
て
旅
す

る
外
国
人
ハ
イ
カ
ー
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

三
留
野
地
区

妻
籠
地
区

み　
　

 

ど          

の

つ
ま　
　

ご

最
寄
り
の
駅【 

ＪＲ
南
木
曽
駅 

】

※
集
落
の
中
心
か
ら
車
で
10
分

最
寄
り
の
駅【 

ＪＲ
南
木
曽
駅 

】

※
集
落
の
中
心
に
あ
り
ま
す
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工芸街道祭り（蘭桧笠の実演）

南木曽山麓蘭キャンプ場開き　南木曽岳登山安全祈願祭

南木曽ろくろ細工（国指定伝統的工芸品）

ヤギ牧場

蘭
川
沿
い
の
段
丘
の
国
道
2
5
6
号
沿
い
に
約
2
0
0
世
帯
が
暮
ら
し
て
い

ま
す
。木
工
芸
の
里
と
も
呼
ば
れ
、か
つ
て
は
木
工
業
が
盛
ん
だ
っ
た
集
落
で
、

現
在
も
町
内
の
主
要
産
業
で
あ
る
木
材
産
業
事
業
所
が
あ
り
ま
す
。こ
の
地
区

で
は
江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統
工
芸
の「
桧
笠
」が
有
名
で
、桧
を
薄
く
削
っ
て

細
長
い
短
冊
状
に
し
た
も
の
を
美
し
い
笠
に
編
み
こ
む
技
が
伝
承
さ
れ
て
い
ま

す
。日
本
遺
産
木
曽
路
の
構
成
文
化
財
に
も
な
っ
て
い
る
桧
笠
は
、妻
籠
宿
の
観

光
客
や
御
嶽
山
の
登
山
客
等
を
中
心
に
、実
用
笠
や
飾
り
笠
と
し
て
根
強
い
人

気
を
保
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、温
泉
や
キ
ャ
ン
プ
場
、さ
ら
に
日
本
三
百
名
山
の

ひ
と
つ
で
あ
る
南
木
曽
岳
へ
の
登
山
口
が
あ
り
、ア
ウ
ト
ド
ア
を
存
分
に
楽
し

め
る
フ
ィ
ー
ル
ド
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

蘭
川
沿
い
の
段
丘
に
約
90
世
帯
が
生
活
し
て
い
ま
す
。こ
の
地
域
は
、３
０
０

年
の
歴
史
を
く
む
国
の
伝
統
的
工
芸
品「
南
木
曽
ろ
く
ろ
細
工
」を
生
産
す
る

「
木
地
師
の
里
」と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。南
木
曽
の
森
林
に
育
つ
ケ
ヤ
キ
、ト

チ
、セ
ン
ノ
キ
、カ
ツ
ラ
な
ど
良
質
な
広
葉
樹
を
、代
々
引
き
継
が
れ
て
き
た
ろ

く
ろ
挽
き
の
技
で
加
工
し
、木
地
鉢
や
茶
櫃（
ち
ゃ
び
つ
）な
ど
が
盛
ん
に
造
ら

れ
て
き
ま
し
た
。木
目
の
美
し
さ
、手
触
り
の
や
さ
し
さ
が
特
徴
で
、匠
の
技
術

の
粋
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
他
に
も
桶
、ま
な
板
、椅
子
な
ど
、木

工
品
の
生
産
も
盛
ん
で
す
。花
桃
が
咲
き
誇
る
富
貴
の
森
温
泉
郷
や
自
家
製
ヤ

ギ
チ
ー
ズ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ヤ
ギ
牧
場
が
あ
り
、国
道
2
5
6
号
で
清

内
路
峠
を
越
え
て
飯
田
市
へ
約
40
分
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

蘭  
地
区

あ
ら
ら
ぎ

ひ
ろ      

せ

広
瀬
地
区

最
寄
り
の
駅【 

ＪＲ
南
木
曽
駅 

】

※
集
落
の
中
心
か
ら
車
で
15
分

最
寄
り
の
駅【 

ＪＲ
南
木
曽
駅 

】

※
集
落
の
中
心
か
ら
車
で
20
分
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花馬祭り

地元蘇南高校生による茶摘み

防災訓練の様子

１月　出初式挙行

町
内
の
最
南
西
に
位
置
し
、隣
接
す
る
岐
阜
県
中
津
川
市
に
も
ほ
ど
近
い
地

域
で
、約
3
1
0
世
帯
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。一
年
中
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

「
田
立
の
滝
」は
、大
滝
川
の
渓
谷
に
か
か
る
趣
の
あ
る
い
く
つ
も
の
滝
を
、初
心

者
か
ら
健
脚
の
人
ま
で
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
楽
し
め
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。ま

た
、田
立
は
伝
統
的
な
文
化
や
産
業
が
息
づ
く
地
域
で
も
あ
り
、手
漉
き
の
技

を
守
る
和
紙
作
り
や
、昼
夜
の
温
度
差
に
よ
り
美
味
し
く
育
つ
お
茶
の
栽
培
が

盛
ん
で
す
。

秋
に
は
、約
３
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ「
田
立
の
花
馬
祭
り
」が
行
わ
れ
ま
す
。

五
穀
豊
穣
に
感
謝
を
表
す
活
気
あ
る
お
祭
り
で
、県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。ほ
か
に
も
、町
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る「
田
立

歌
舞
伎
」が
あ
り
子
ど
も
歌
舞
伎
も
盛
ん
で
す
。

町
の
消
防
団
と
し
て
活
躍
！

南
木
曽
町
消
防
団
は
、本
部
分
団
、第
1
分
団
、第
2

分
団
、第
3
分
団
、ラ
ッ
パ
隊
で
組
織
さ
れ
て
い
て
、男

女
問
わ
ず
地
元
の
人
た
ち
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
自
分
の
住
ん
で
い
る
町
は
自
分
達
で
守
る
」と
い

う
強
い
信
念
を
持
ち
、町
民
の
尊
い
生
命
と
財
産
を
火

災
な
ど
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
は
非
常
勤
の
特
別
職
の
地
方
公
務
員

火
災
や
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
時
に
、住
民
の

皆
さ
ん
に
最
も
身
近
で
、地
域
に
最
も
密
着
し
た
消
防

機
関
と
し
て
、災
害
防
御
、水
防
活
動
に
従
事
し
ま
す
。

主な活動内容
火災の消火・予防活動、訓練、
河川氾濫時の水防、活動、遭難
者・行方不明者の捜索など

田
立
地
区

た　
　

だ
ち

最
寄
り
の
駅【 

ＪＲ
田
立
駅 

】

※
集
落
内
に
あ
り
ま
す

自
分
の
住
ん
で
い
る
町
は
自
分
達
で
守
る
！
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片付け・修繕

暮
ら
し（
住
ま
い
）

空
き
家
の
賃
貸
・
売
却
を
希
望
す
る
所

有
者
か
ら
提
供
さ
れ
た
情
報
を
、空
き

家
を
こ
れ
か
ら
利
用
・
活
用
し
た
い
と

お
考
え
の
方
に
紹
介
す
る

「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

売買・賃貸借の交渉、契約などは
当事者間で行っていただきます。

町ＨＰに掲載された登録物件は、
どなたでも閲覧できます。

町担当者が見学希望の登録物件を
ご案内します。

空き家の購入・賃貸を希望する方は、
利用希望者登録と、誓約書を提出
してください。

交渉・契約

さぁ、
住む準備を
するぞ！

色々あるな…
この物件を
見たいな！

南木曽町に
住みたいけど
住むところは

どうしようかな…

一軒家が
いいな…

南
木
曽
町
内
の
空
き
家
活
用
を
推
進
す
る
た
め
、売

買
・
賃
借
契
約
が
成
立
し
た
空
き
家
内
外
の
片
付
け

や
建
物
を
改
修
す
る
場
合
に
、そ
れ
に
要
す
る
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。空
き
家
の
所
有
者
・
利
用

者
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
で
、よ
り
一
層
、空
き

家
の
利
活
用
を
推
進
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

南
木
曽
町
空
き
家
利
活
用
推
進
補
助
金

詳
し
く
は
こ
ち
ら

空き家をお持ちの方・ご利用する方のための補助金交付制度があります！

主
な
流
れ

補
助
金
交
付

審
査・現
地
調
査

審
査・交
付
決
定

工
事
実
施

町
へ
実
績
報
告
書･

請
求
書
の
提
出

町
へ
申
請
書
提
出

業
者
へ
見
積
依
頼

対象者
・空き家の所有者
・空き家の利用者で、南木曽町に
 ５年以上定住の意志がある方
※空き家の賃借または売買契約が
　成立した場合に限る

対象内容
・空き家の所有者が行う、建物内外の片付けや掃除
 （補助率10/10、上限10万円）
・空き家の利用者が行う、建物（空き家）の修繕
 （補助率1/2、上限50万円）
※居住目的の利用に限る
※片付けおよび修繕の委託先は町内業者に限る
※修繕可能な範囲などは契約条件によって異なりますので
　ご注意ください

南
木
曽
町
に
移
住
し
て
暮
ら
す
…
と
な
れ

ば
、必
要
に
な
っ
て
く
る
の
が
住
居
で
す
。

南
木
曽
町
で
は「
町
営
住
宅
」「
空
き
家
活

用
」そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

町営住宅に
関する情報
役場 環境住宅係

空き家に
関する情報
役場
元気なまちづくり係

ホームページに
掲載されるよ！

空き家の
所有者

「空き家バンク」の利用登録

情報の閲覧

紹 介（見学）
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「空き家バンク」利用者さんの声

立野 靖博さん（北海道出身） 直緒さん（東京都出身）ご夫妻 と 加弥ちゃん
たつ   の や す  ひろ な    お か    や

Q 

素
敵
な
古
民
家
で
す
ね
。

　　 

こ
こ
を
手
に
入
れ
た
経
緯
は
？

直
緒
さ
ん 

い
ず
れ
一
軒
家
を
持
ち
た
い
と
い
う

思
い
が
二
人
と
も
あ
り
ま
し
た
。町
に
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、自
分
た
ち

の
希
望
条
件
も
伝
え
て
登
録
し
た
ん
で
す
。す

る
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
一
般
に
情
報
が
公
開
さ

れ
る
前
に「
ご
希
望
の
物
件
が
出
ま
し
た
」と
連

絡
し
て
も
ら
え
て
、こ
こ
に
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

Q 

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
改
修
）を
さ
れ
ま
し
た
か
。

靖
博
さ
ん 

古
民
家
な
ら
で
は
の
建
物
の
造
り
な

ど
良
さ
は
残
し
つ
つ
、家
族
３
人
で
の
快
適
さ
は

手
に
入
れ
た
か
っ
た
の
で
、畳
を
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

に
し
た
り
、断
熱
材
を
入
れ
た
り
、風
呂
場
に
暖

房
を
つ
け
る
な
ど
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
工
費
に
町
の
補
助
金
を
使
え
た
の

も
ず
い
ぶ
ん
助
か
り
ま
し
た
ね
。

Q 

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
？

靖
博
さ
ん 

南
木
曽
町
に
移
住
す
る
前
は
、愛
知

県
で
I
T
関
連
の
仕
事
を
長
年
続
け
て
き
ま
し

た
が
、同
じ
業
種
で
完
全
な
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

が
可
能
な
会
社
へ
転
職
し
た
こ
と
で
、家
に
毎
日

居
な
が
ら
オ
フ
ィ
ス
と
繋
が
っ
て
仕
事
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。

Q 

南
木
曽
暮
ら
し
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
か
？

直
緒
さ
ん 

娘
を
連
れ
て
散
歩
し
て
い
る
と
、お

じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
が
家
か
ら
顔
を

出
し
て
声
を
か
け
て
く
れ
た
り
、ご
近
所
さ
ん

が
い
ろ
い
ろ
仲
良
く
し
て
く
だ
さ
っ
て
助
か
っ
て

い
ま
す
。自
分
た
ち
の
家
を
手
に
入
れ
庭
が
手

に
入
っ
た
の
で
、暖
か
く
な
っ
た
ら
娘
と
一
緒
に

ハ
ー
ブ
な
ど
を
植
え
て
育
て
た
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

立野さんご夫妻は、２０１６年の結婚を機に南木曽
町へ移住しました。始めの住居はアパートでしたが、
２０２０年に空き家バンク制度を利用し念願だった古
民家を手に入れ、親子3人で仲良く暮らしています。
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見つけた！南木曽だからこその仕事
～和の粋を凝らした古民家ホテルで働く～

南
木
曽
で
働
く

南
木
曽
で
働
く

南木曽町は豊かな森林資源を活用し、古くから木材の生産と加工を基幹産業としてきました。
しかし近年では、中山道の宿場風情を愉しめる「妻籠宿」や、国の近代化遺産に指定された木曽
川に架かる「桃介橋」等、恵まれた文化資源を活かした観光産業が主要産業に位置づけられるよ
うになってきています。
南木曽町へ移住された方の中には、「南木曽だからこその仕事を見つけた！」という方、また

「里山暮らしの良さを発信し続ける」そんな想いを持って移住された方々をご紹介します。

豊
か
な
自
然
と
日
本
の
伝
統
文
化
が
調
和
し
息
づ
く

里
・・・
南
木
曽
町
だ
か
ら
こ
そ
成
立
し
得
た
古
民
家
ラ
グ

ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル「Z

enag
i

（
ゼ
ナ
ギ
）」は
、町
の
西
部
、

田
立
地
区
に
あ
り
ま
す
。

こ
こ
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
い
て
い
る
の
が
、栗
原
ダ
ビ
さ

ん
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、ピ
レ
ネ
ー
山
脈
に
抱
か
れ
た
ア
ン
ド
ラ
公

国
で
生
ま
れ
育
っ
た
ダ
ビ
さ
ん
は
、三
重
県
に
あ
る「
志
摩
ス

ペ
イ
ン
村
」の
シ
ョ
ー
出
演
者
と
し
て
日
本
に
滞
在
中
、奥
さ

ん
の
ま
い
こ
さ
ん
と
出
会
い
結
婚
。近
年
は
ま
い
こ
さ
ん
の
実

家
が
あ
る
神
奈
川
県
で
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
が
、魅
力
的
な

働
き
場
所
を
探
し
て
い
た
ダ
ビ
さ
ん
が
、ス
タ
ッ
フ
募
集
中

だ
っ
たZ

enagi

の
こ
と
を
知
り
、さ
っ
そ
く
就
職
を
決
め
、２

０
２
０
年
、一
家
で
南
木
曽
町
に
移
住
し
て
き
ま
し
た
。

「
仕
事
は
と
て
も
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。木
曽
の
自
然
や

文
化
か
ら
生
ま
れ
る
本
物
の
寛
ぎ
を
旅
人
に
提
供
す
る
こ
の

施
設
に
は
、オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
岡
部
統
行
さ
ん
の
想
い
が
た

く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
を
ゲ
ス
ト
に
ス
ト
ー
リ
ー
テ

リ
ン
グ
し
な
が
ら
交
流
で
き
る
喜
び
が
あ
る
の
で
す
。」

「
人
が
温
か
い
町
っ
て
い
い
な
あ
と
し
み
じ
み
感
じ
て
い
ま

す
。」そ
う
お
っ
し
ゃ
る
奥
様
の
ま
い
こ
さ
ん
や
お
子
さ
ん
た

ち
も
町
に
馴
染
み
、栗
原
家
の
南
木
曽
ラ
イ
フ
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
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「ＵＩＪターン就業・創業移住支援事業」を行っています 単身者
最大60万円

2人以上世帯
最大100万円

世界の旅人と地元の人々が出会う『窓』となることが願い
～「株式会社フォークロア」がめざすもの～

町では、南木曽町へＵＩＪターンで移住し、起業や就業をする方へ
の応援事業として、南木曽町ＵＩＪターン就業・創業移住支援事業
補助金を交付します。詳しいことを知りたい方は役場ホームペー
ジでご確認ください。

か
つ
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
南
木
曽
町
に
移
住

し
、築
2
0
0
年
以
上
の
古
民
家
を
コ
ツ
コ
ツ
と
２
年
か
け
て

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、宿
泊
施
設「
結
い
庵
」と
し
て
起
業
さ
せ
た

熊
谷
洋
さ
ん
。さ
ら
に
活
動
を
拡
げ
、２
０
１
９
年
に
は
、そ
の

ほ
と
ん
ど
が
I
タ
ー
ン
や
U
タ
ー
ン
者
と
い
う
仲
間
と
共
に

「
株
式
会
社
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」を
設
立
。旧
中
山
道
の
宿
場
に
残

さ
れ
た
町
屋
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
し
て
の
再
生
や
、南
木
曽
駅

の
真
向
か
い
で
10
年
以
上
空
き
家
だ
っ
た
建
物
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
、や
は
り
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
し
て
開
業
す
る
な
ど
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

「
時
代
に
取
り
残
さ
れ
た
も
の
の
中
に
あ
る
美
し
い
も
の
を

未
来
に
手
渡
し
た
い
。だ
か
ら
こ
そ
地
域
を
深
く
知
り
、人
と

対
話
し
、構
想
を
膨
ら
ま
せ
て
い
く
。そ
れ
は〝
遅
く
て
非
効
率

で
時
代
の
流
れ
に
逆
ら
う
こ
と
〞そ
う
言
う
人
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。し
か
し
今
と
い
う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、そ
れ
は
や

る
価
値
が
あ
る
こ
と
だ
と
僕
ら
は
信
じ
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。」

自
然
の
中
で
の
び
の
び
遊
ん
で
い
る
娘
の
姿
を
み
て
い
る

と
、こ
こ
に
来
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
う
と
い
う
熊
谷
さ
ん
。

「
移
住
を
考
え
て
い
る
な
ら
、一
度
う
ち（
の
宿
）に
遊
び
に

来
ま
せ
ん
か
。ア
ド
バ
イ
ス
く
ら
い
は
で
き
る
か
も
…
」と
の

こ
と
で
す
。
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健
康
サ
ポ
ー
ト

子
育
て
サ
ポ
ー
ト

南木曽町教育委員会子どもすくすく係  TEL0264-57-3335
※子育て支援に関する詳しいことは「なぎそ 子ども・子育て支援ハンドブック」から！

「NPO法人なぎそチャレンジクラブ」  TEL0264-57-3001
各定期教室も参加者・体験者を年間通して募集しています。

お問い合わせ

お問い合わせ

南
木
曽
町
で
は
移
住
さ
れ
た
子
育
て
世
代
の
皆
さ
ん
へ
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

運動あそび
成長段階に合わせて様々
な機能を使い、子どもの能
力を引き出す運動遊び。
月１回 講師をお迎えして
行われます。

誕生日会（毎月）
年齢別のひろば
子育て講座
救急法

絵本の貸し出し
e.t.c.

読み聞かせ
リズムあそび

スタッフが絵本の読み聞か
せや手あそびをしたり、
親子でリズムあそびを楽
しみます。

ベビーマッサージ
3 か月くらいから 10 か月
くらいの赤ちゃんを対象にベ
ビーマッサージのご案内をして
います。講師は助産師さん。
子育ての悩みも気軽に聞
いていただけます。

☆おやこのひろば

☆ブックスタート

☆園開放 ☆療育事業

南
木
曽
町
に
は「
笑
顔
こ
ぼ
れ
る
ま
ち
南
木
曽
」

を
願
い
、生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
町
民
同
士
の
交

流
の
場
を
め
ざ
す「
な
ぎ
そ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
」が

あ
り
ま
す
。

町
民
が
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で「
い
つ
で
も
」「
ど

こ
で
も
」「
だ
れ
と
で
も
」「
い
つ
ま
で
も
」ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
む
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

なぎそチャレンジクラブ公式アカウントを「友だち追加」してください。
イベントなどの情報をお届けします。また、チャットで問い合わせや参加申し込みができます。 

参 

考
● 

ヨ
ガ

● 

フ
ラ
ダ
ン
ス

● 

太
極
拳

● 

コ
ア
ト
レ
＆
ピ
ラ
テ
ィ
ス

● 

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

● 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

● 

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

● 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

● 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

● 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

● 

卓
球

● 

剣
道

● 

野
球

● 

サ
ッ
カ
ー

● 

和
太
鼓

● 

バ
レ
エ

月曜日から金曜日（※祝祭日
などを除く）の9：00～15：
00の間、0歳から未就園の子
どもと保護者（※祖父母の同
伴も可）の方が気軽に遊びに
来られるひろばです。絵本やお
もちゃなどで遊んだり、他の利
用者さんとお子さんを一緒に
遊ばせるなど、スタッフも関わ
らせていただきながら、お子さ
んの成長や子育てを共に見
守っていきたいと思います。

☆一時預かり
月曜日から金曜日（※祝祭日などを除く）の9：00～17：00まで
の間、1歳から就園前までの子どもをお預かりします。
※1週間前までのお申込みで、利用料金は１時間500円です。子
育ての中で、ちょっと自分の時間が欲しい時（趣味・美容院・通院な
ど）や、誰にも預けられない時などにご利用いただける事業です。

８か月のお子さんを対象にスタッフ
やボランティアさんが５冊の本の読
み聞かせをして、気にいった１冊をプ
レゼントする事業です。対象のお子さ
んには案内をお送りしています。

親子で保育園の子どもたちと遊んだり、保育園の
生活を知る機会です。季節の遊びを体験したり、園
生活について保育士に話を聞くこともできます。

子どもの育ちについて、子育てについての悩み
や心配ごとなど、保健師と一緒にお手伝いさせ
ていただきます。（巡回療育５歳児健診 など）

おやこビクス

やリズムに合わせて楽しく
身体を動かします。
月１回 講師をお迎えして
　行われます。
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時
間
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、車
が

な
い
と
不
便
で
す
。電
車
は
ＪＲ
中
央

線
が
通
っ
て
い
て
町
内
に
３
駅
あ
り

ま
す
。通
勤
通
学
で
利
用
し
て
い
る

住
民
も
い
ま
す
。中
津
川
・
名
古
屋

方
面
や
松
本
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
は

良
い
で
す
が
、時
間
帯
に
よ
っ
て
は

乗
り
遅
れ
る
と
１
時
間
待
ち
…
と

い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、注
意
が
必

要
で
す
。

Q
 買
い
物
は
ど
う
し
て
い
る
の
？

 

町
内
に
は
２
軒
の
ス
ー
パ
ー
と

1
軒
の
コ
ン
ビ
ニ
が
あ
り
ま
す
。隣

接
す
る
飯
田
市
へ
は
自
動
車
で
お
お

む
ね
１
時
間
、岐
阜
県
中
津
川
市
ま

で
は
約
30
分
、大
型
店
で
の
買
い
物

も
可
能
で
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
通
販
を
さ
れ
て
い
る
方

も
い
ま
す
。

Q
 働
き
先
が
な
い
と
不
安
…

 
就
労
環
境
は
ど
う
で
す
か
？

 

町
内
企
業
は
も
ち
ろ
ん
、自
動

車
で
30
分
、電
車
で
20
分
以
内
な
ら

郡
内
の
大
桑
村
・
上
松
町
、隣
接
す

る
岐
阜
県
中
津
川
市
も
通
勤
圏
内

で
す
。名
古
屋
市
や
松
本
市
ま
で

通
っ
て
い
る
人
や
、リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
を
さ
れ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。働

き
方
は
様
々
で
、木
工
業
や
製
造

南
木
曽
に
住
も
う
！ 

Q
&
A

Q
 夏
の
暑
さ
や
冬
の
寒
さ
は

 
ど
う
で
す
か
？

　　 
町
内
は
標
高
差
が
大
き
く
、地

域
に
よ
っ
て
気
温
が
大
き
く
異
な
り

ま
す
。夏
は
日
中
の
気
温
が
30
℃
を

越
え
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、山

や
川
が
近
く
風
も
吹
い
て
い
る
た

め
適
度
に
夏
ら
し
さ
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、夜
は
涼
風

が
吹
き
込
み
、快
適
に
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。冬
は
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

タ
イ
ヤ
が
必
需
品
で
す
。積
雪
量
は

地
域
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
ま
す
。日

照
時
間
が
短
い
所
で
は
雪
が
な
か

な
か
消
え
ま
せ
ん
。降
水
量
が
多

く
、大
雨
に
な
る
と
き
も
あ
り
ま

す
。気
象
の
変
化
に
は
注
意
が
必
要

で
す
。

Q
 住
む
と
こ
ろ
は
あ
る
の
？

 

町
に
は
空
家
バ
ン
ク
制
度
が
あ

り
、何
件
か
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

空
家
バ
ン
ク
以
外
に
も
、町
営
住
宅

も
あ
り
ま
す
の
で
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合

わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。

Q
 交
通
手
段
は
何
が
あ
る
の
？

 

主
な
交
通
手
段
は
車
で
す
。そ

れ
以
外
は
、本
数
が
少
な
い
で
す
が

地
域
バ
ス
が
あ
り
ま
す
。た
だ
し
、

業
、宿
泊
業
な
ど
様
々
な
分
野
で
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q
 地
域
の
お
付
き
合
い
は

 
ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
？ 

 

消
防
団
や
各
地
区
の
自
治
会

（
地
域
振
興
協
議
会
）、地
区
に
よ
っ

て
は
若
者
の
団
体
も
あ
り
ま
す
。

消
防
団
は
３
地
域
の
分
団
と
役
場
、

ラ
ッ
パ
隊
を
合
わ
せ
た
５
分
団
で
構

成
さ
れ
、男
女
問
わ
ず
皆
で
地
域
の

安
心
・
安
全
を
守
り
ま
す
。活
動
と

し
て
は
、防
災
訓
練
や
火
の
元
点

検
、出
初
式
な
ど
の
行
事
も
行
っ
て

い
ま
す
。

自
治
会
で
は
7
地
区
の
公
民
館
分

館
が
各
地
区
で
運
動
会
、文
化
祭
な

ど
の
開
催
を
は
じ
め
活
発
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
。季
節
に
よ
っ
て
は

草
刈
り
や
雪
か
き
が
あ
り
ま
す
。他

に
も
、地
歌
舞
伎
や
神
楽
獅
子
な

ど
、地
域
ご
と
に
独
自
性
の
強
い
伝

統
文
化
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

Q
 移
住
者
で
も
地
域
活
動
や

 
行
事
に
参
加
で
き
ま
す
か
？

 

も
ち
ろ
ん
参
加
で
き
ま
す
。移

住
し
て
き
て
仲
良
く
な
る
に
は
、そ

う
い
っ
た
活
動
や
行
事
に
参
加
す
る

の
が
一
番
の
近
道
で
す
。ご
近
所
さ

ん
や
同
じ
地
区
の
人
た
ち
、町
内
の

色
々
な
人
た
ち
と
知
り
合
う
こ
と

が
で
き
、仲
良
く
な
れ
ま
す
。「
郷
に

入
っ
た
ら
郷
に
従
え
」と
言
わ
れ
ま

す
が
、す
れ
違
う
人
で
も
気
軽
に
挨

拶
が
で
き
る
距
離
感
で
す
の
で
、積

極
的
に
参
加
し
て
地
域
の
風
習
や

伝
統
を
地
元
の
人
と
一
緒
に
楽
し
む

こ
と
が
お
勧
め
で
す
。

Q
 遊
ぶ
と
こ
ろ
、有
名
な

 
ス
ポ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
か
？

 

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、豊
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
て
お
り
、南
木
曽
岳
、柿
其
渓
谷
、

田
立
の
滝
な
ど
、ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に

人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。他
に
も
、国
選
定
重
要
伝
統
的

建
造
物
郡
保
存
地
区
の「
妻
籠
宿
」、

史
跡「
中
山
道
」、近
代
化
遺
産「
桃

介
橋
」な
ど
、多
く
の
文
化
遺
産
に

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

■A■A

■A■A

■A

■A

■A

■A
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移住者の声

2007年
移住

家族・仲間の
絆を大切に

お仕事
彰さん　南木曽発条(株)
未来さん　木曽森林管理署
　　　　　　　　　南木曽支署

松原 彰さん（南木曽町出身）
奥様

未来さん（愛知県出身）
お子さん

陽君　結瑞ちゃん　蒼君

まつ   ばら あきら

み　  　く

はる ゆ　  　ず あお

移
住
し
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い

彰 

さ
ん 

南
木
曽
が
好
き
だ
っ
た
し
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん

子
だ
っ
た
の
で
、帰
っ
て
き
た
の
は
自
然
な
流
れ
で
し

た
。都
会
育
ち
な
の
に「
私
、田
植
え
し
ま
す
！
」と
一

緒
に
来
て
く
れ
た
妻
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

未
来
さ
ん 

子
ど
も
を
育
て
る
な
ら
絶
対
自
然
が
豊
か
な

所
で
、と
昔
か
ら
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。南
木
曽
に
来
て
み

た
ら
、ほ
と
ん
ど『
と
な
り
の
ト
ト
ロ
』の
世
界（
笑
）。毎

日
が
ア
ウ
ト
ド
ア
！
毎
晩
が
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
！
子
ど

も
達
も
、の
び
の
び
と
育
っ
て
い
て
嬉
し
い
で
す
。

帰
郷
し
て
良
か
っ
た
な
と
思
う
こ
と
は
？

彰 

さ
ん 

小
さ
い
頃
か
ら
こ
の
町
で
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ

て
育
っ
た
自
分
と
し
て
は
、子
ど
も
の
成
長
に
ス
ポ
ー

ツ
は
と
て
も
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
点
、南

木
曽
に
は
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の「
な
ぎ
そ
チ
ャ

レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
」が
あ
り
、バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
が
し
っ

か
り
し
て
い
る
の
が
嬉
し
い
で
す
ね
。

こ
の
町
で
暮
ら
し
て
気
づ
い
た
こ
と
は
？

未
来
さ
ん 

町
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト「
な

ぎ
の
こ
マ
ル
シ
ェ
」の
実
行
委
員
を
や
ら
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。何
で
も
す
ぐ
に
手
に
入
る
都
会
に
居
た
ら
、

自
分
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
な
ん
て
思
わ
な
か
っ

た
ん
だ
ろ
う
け
ど
、仲
間
と
一
緒
に「
な
い
な
ら
自
分

た
ち
で
創
り
出
そ
う
！
」っ
て
気
持
ち
に
な
れ
て
、や

り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

移
住
を
考
え
て
い
る
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
？

お
二
人 

自
分
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、積
極
的
に

地
域
の
集
ま
り
へ
出
て
い
く
こ
と
は
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。南
木
曽
の
人
は
と
て
も
温
か
い
の
で
、頼
る
と

い
ろ
い
ろ
助
け
て
も
ら
え
ま
す
よ
。そ
う
す
る
こ
と

で
、信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

あ
な
た
の「
元
気
」の
素
は
何
で
す
か
？

彰 

さ
ん 

じ
い
ち
ゃ
ん
、ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
私
の
子
ど

も
達
ま
で
、こ
の
大
家
族
の
暮
ら
し
で
す
ね
。

未
来
さ
ん 

子
ど
も
や
、家
族
の
笑
顔
。そ
し
て
、こ
の

町
に
来
て
築
け
た
人
と
の
関
係
で
す
ね
。
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〇南木曽町に移住された皆さんの声をお届けします。
〇皆さんの詳しい内容は役場HPの「移住定住情報」からご覧いただけます。

2006年
移住

木曽観光の
南の入口として

お仕事
2人とも 髙橋渓流 自営

髙橋 俊吾さん
　　　　　　　　　　（南木曽町田立出身）奥様

育子さん（愛知県出身）
お子さん

鼓陽ちゃん　想乃奏ちゃん

たか  は し しゅん  ご

いく   こ

こ    はる そ     の      か

帰
郷
し
て
気
づ
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？

俊
吾
さ
ん 

久
し
ぶ
り
に
地
域
の
祭
り（
田
立
花
馬
祭
り
）

に
行
っ
た
ら「
あ
れ
？
こ
ん
な
に
若
い
人
少
な
か
っ
た
っ
け
」

と
驚
き
ま
し
た
。ず
っ
と
暮
ら
し
て
い
れ
ば
緩
や
か
な
変

化
で
気
づ
か
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、久
々
に
見

た
祭
り
は「
小
さ
く
な
っ
た
」イ
メ
ー
ジ
。消
防
や
商
工
会

で
し
ば
ら
く
離
れ
て
い
た
人
た
ち
と
再
び
繋
が
っ
て
い
く

中
で
、地
域
の
課
題
も
見
え
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
課
題
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
き
ま
し
た
か
？

俊
吾
さ
ん 

町
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
自
分
の
商
売
を
盛

り
上
げ
る
こ
と
だ
し
、町
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
は
木
曽

地
域
全
体
が
盛
り
上
が
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
気
づ
き
、様
々
な
活
動
に
参
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
地
域
を
応
援
す
る
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
た
そ
う
で
す
ね
？ 

俊
吾
さ
ん 

商
工
会
青
年
部
の
仲
間
と
、「
ヤ
ム
ヤ
ム

キ
ャ
ラ
バ
ン（
美
味
し
い
商
隊
）」と
い
う
木
曽
郡
内
の

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
メ
ニ
ュ
ー
が
一
堂
に
会
す
る
イ
ベ
ン
ト

を
運
営
し
ま
し
た
。美
味
し
い
料
理
を
準
備
し
て
く
だ

さ
っ
た
店
の
方
と
、来
場
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の
想
い

を
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
た
の
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。今
後

も
人
と
人
の
想
い
を
繋
ぐ
き
っ
か
け
作
り
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の「
元
気
」の
素
は
何
で
す
か
？

俊
吾
さ
ん 

昔
か
ら
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
性
質
で

（
笑
）人
が
愉
し
ん
で
く
れ
る
事
を
探
す
の
が
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
か
ら
、元
気
で
い
ら
れ
る
素
は
、も

ち
ろ
ん
家
族
も
含
め
て「
誰
か
の
笑
顔
」で
す
。

こ
れ
か
ら
移
住
す
る
人
へ
、メ
ッ
セ
ー
ジ

（
ア
ド
バ
イ
ス
等
）は
あ
り
ま
す
か
？ 

俊
吾
さ
ん 

う
ち
の
奥
さ
ん
は
愛
知
県
の
出
身
で
、移

住
し
て
き
た
当
初
は
ポ
ツ
ン
と
一
人
み
た
い
な
感
じ

だ
っ
た
ん
で
す
が
、今
は
、町
の
奥
さ
ん
達
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
参
加
し
て
、時
々
皆
で
会
食
な
ど
を
し
た
り

し
て
愉
し
そ
う
に
や
っ
て
い
ま
す
。土
地
の
人
と
の
交

流
を
積
極
的
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。ま
ず

は
住
み
始
め
た
地
区
か
ら
始
め
て
、交
流
の
輪
を
徐
々

に
広
げ
て
い
け
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
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地域おこし協力隊として移住しました

子育て世代のお母さん方が主催の手作りイベント
なぎのこマルシェへの出展
子育て世代のお母さん方が主催の手作りイベント
なぎのこマルシェへの出展

伊藤　史織
任期

2018年4月～
2021年３月   

私
が
南
木
曽
町
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か

け
は
、原
木
か
ら
仕
上
げ
ま
で
を
一
貫
し
て
行

う
南
木
曽
ろ
く
ろ
細
工
で
し
た
。地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
、地
域
を
お
こ
す
手
伝
い

が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、思
い
返

す
と
地
域
の
皆
さ
ん
に
助
け
て
い
た
だ
い
た

こ
と
ば
か
り
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

私
は
、協
力
隊
に
な
る
前
に
南
木
曽
町
を

二
度
訪
れ
て
い
ま
す
。一
度
目
は
木
地
師
の

里
へ
。私
が
南
木
曽
町
に
引
っ
越
す
前
の
年
の

初
夏
頃
で
し
た
。滞
在
時
間
は
半
日
程
度
で

観
光
も
寄
り
道
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。当
時

は
美
し
い
景
色
も
ろ
く
に
見
ず
に
帰
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。再
び
訪
れ
た
の
は
半
年
後
、

協
力
隊
の
面
接
の
た
め
に
南
木
曽
町
を
訪
れ

ま
し
た
。こ
の
と
き
は
電
車
を
待
っ
て
い
る
間

に
妻
籠
宿
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。一

通
り
見
て
回
り
、帰
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
バ

ス
を
逃
し
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き

ま
し
た
。次
の
バ
ス
ま
で
は
時
間
が
あ
り
す

ぎ
た
た
め
、歩
い
て
駅
ま
で
行
こ
う
と
私
は

思
い
ま
し
た
が
、私
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ

た
方
が
い
た
の
で
す
。そ
の
方
の
ご
厚
意
で

私
は
駅
ま
で
送
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。駅
ま
で
用
事
が
あ
る
か
ら
と
仰
っ

て
い
ま
し
た
が
、今
思
う
と
バ
ス
停
の
付
近

で
困
っ
て
い
た
私
を
見
か
ね
て
助
け
て
く
だ

さ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、協
力
隊
採
用
の
連
絡
を
い
た
だ

い
た
時
は
、４
月
か
ら
南
木
曽
町
で
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
の
だ
と
、と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。地
域
お
こ
し
の
お
仕
事
を
し
な
が
ら
木
工

を
学
ぶ
た
め
に
、南
木
曽
町
に
お
世
話
に
な
ろ

う
と
決
め
て
き
ま
し
た
。南
木
曽
町
で
働
く
こ

と
が
、あ
の
時
の
お
礼
に
も
な
る
と
思
い
ま
し

た
。南
木
曽
町
で
暮
ら
し
て
み
る
と
、自
分
が

想
像
し
て
い
た
よ
り
も
温
か
く
住
民
の
皆
さ

ん
が
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。南
木
曽
町
の
厳
し
い
自
然
の
中
で

暮
ら
し
て
こ
ら
れ
た
の
は
、困
っ
た
と
き
に
手

を
差
し
伸
べ
て
く
だ
さ
っ
た
方
や
見
守
っ
て
く

だ
さ
っ
た
方
の
お
か
げ
で
す
。

一
年
目
は
、仕
事
を
覚
え
る
こ
と
に
必
死
で

し
た
。そ
の
合
間
に
も
、地
域
の
お
祭
り
や
行

事
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
に
恵
ま

れ
、自
然
と
と
も
に
生
活
す
る
南
木
曽
町
の

人
々
の
暮
ら
し
を
間
近
で
体
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

二
年
目
は
少
し
ず
つ
で
き
る
こ
と
が
増
え
て

き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。な
ぎ
の
こ
マ
ル
シ
ェ

に
出
店
で
き
た
こ
と
は
、地
域
の
皆
さ
ん
に
普

段
学
ん
で
い
る
こ
と
を
実
際
に
見
て
い
た
だ

く
良
い
機
会
で
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

三
年
目
は
、ひ
た
す
ら
今
で
き
る
こ
と
を

さ
ら
に
精
練
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
意
識
し
ま

し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ

り
、思
う
よ
う
な
活
動
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、そ
の
分
じ
っ
く
り
と
腰
を
据
え
て
研
修

に
励
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

任
期
終
了
後
も
、南
木
曽
町
で
南
木
曽
ろ

く
ろ
細
工
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。ま
だ

ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、協
力
隊
と
し
て
で
は

な
く
一
人
の
南
木
曽
町
民
と
し
て
、少
し
で
も

「
地
域
を
お
こ
す
」協
力
が
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

ろくろ細工の漆塗りろくろ細工の漆塗り
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〇地域おこし協力隊員による情報発信を行っています。

中根　達朗
任期

2018年4月～
2021年３月   

協
力
隊
で
の
任
期
は
南
木
曽
町
で
の
生
活

の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
た
め
の
過
程

だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。南
木
曽
町
で
の
３

年
間
は
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。日
々

の
生
活
に
お
い
て
は
お
隣
の
方
と
畑
を
耕
し

た
り
、散
歩
途
中
に
声
を
か
け
て
も
ら
い
お

茶
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
り
、川
の
水
の
冷
た

さ
を
感
じ
た
り
、夜
空
の
美
し
さ
に
目
を
奪

わ
れ
た
り
、子
熊
や
狸
な
ど
獣
に
道
端
で
遭

遇
し
た
り
、い
わ
ゆ
る
自
然
と
人
情
豊
か
な

田
舎
暮
ら
し
を
書
き
き
れ
な
い
く
ら
い
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
、神
奈
川
県
出
身
の
私
と

し
て
は
か
な
り
の
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。都

会
の
夜
景
や
ネ
オ
ン
も
き
れ
い
で
す
が
地
元

に
い
た
時
よ
り
も
四
季
の
変
化
、経
過
を
よ

り
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

精
神
的
に
も
豊
か
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

任
務
と
し
て
南
木
曽
ろ
く
ろ
細
工
の
研
修

で
木
と
向
き
合
う
時
間
は
と
て
も
刺
激
的

で
、同
じ
製
品
の
製
作
に
お
い
て
も
一
つ
と
し

て
同
じ
木
は
な
く
、一
つ
一
つ
の
木
と
初
対
面

で
向
き
合
い
続
け
る
感
覚
で
し
た
。３
年
間

と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、そ
の

期
間
の
中
で
毎
日
木
と
の
新
し
い
出
会
い
を

重
ね
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。木
を
通
し

て
自
分
自
身
や
人
を
見
る
よ
う
な
、あ
る
意

味
人
と
の
対
話
よ
り
も
、よ
り
濃
密
な
対
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。ま
た
自
分
の
技
術
の
未
熟
さ
、木
に
対
す

る
意
図
の
浅
は
か
さ
を
木
や
親
方
の
道
具
か

ら
も
教
わ
り
続
け
た
日
々
で
も
あ
り
ま
し

た
。木
目
の
方
向
、刃
物
や
ペ
ー
パ
ー
を
当
て

る
角
度
、力
加
減
、ス
ピ
ー
ド
…
上
手
く
い
か

な
い
と
き
に
は
木
や
道
具
か
ら
も「
そ
う

じ
ゃ
な
い
よ
ー
。」と
訴
え
か
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
。南
木
曽
ろ
く
ろ
細
工
の
製
品
に
至
る

ま
で
に
表
現
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
要
素
の
集

約
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
る

日
々
で
し
た
。こ
の
集
約
の
集
積
が
伝
統
工

芸
た
る
所
以
で
あ
り
魅
力
と
思
っ
て
い
ま
す
。

任
期
終
了
後
は
、南
木
曽
町
へ
定
住
す
る

た
め
木
曽
郡
内
の
企
業
に
就
職
し
ま
し
た
。

生
活
の
糧
と
し
て
、今
後
も
お
世
話
に
な
っ
た

皆
様
と
手
を
取
り
あ
い
、教
え
て
い
た
だ
い

た
貴
重
な
技
術
を
磨
く
た
め
の
環
境
整
備
を

継
続
し
な
が
ら
南
木
曽
ろ
く
ろ
細
工
に
関
わ

り
続
け
、南
木
曽
町
の
一
員
と
し
て
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ろくろ細工の技術を応用して、照明器具も制作しましたろくろ細工の技術を応用して、照明器具も制作しました

令和2年1月　東京のカフェ一画にあるギャラリーでの展示会令和2年1月　東京のカフェ一画にあるギャラリーでの展示会
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〒399-5301 長野県木曽郡南木曽町読書3668番地1

一部写真提供：Kengo Yoshida

南木曽町役場  もっと元気に戦略室
TEL 0264-57-2001

ホームページ http://www.town.nagiso.nagano.jp

南木曽町情報発信中！

木曽郡６町村みんなで
移住推進してます
木曽地域６町村の

移住情報ポータルサイト

移住に関する
お問い合わせ

「ＫＩＳＯ ＫＵＲＡＳＨｉ」
https://kiso-life.jp

南木曽町の移住に関する
専用ページはこちら

南木曽 暮らし 移住

 南木曽町公式HPは
こちら

南木曽町観光

Twitterでも発信しています！


